
お知らせ

 企画政策課（西館２階） 
【担当】森本・高塚　☎３７・６１１５

 総務課（西館２階） 
【担当】南里・正嶋　☎３７・６１１３

おぎの地域づくりを
みんなで考えよう！

ホームページがスマートフォン
で見やすくなりました

　
２
月
３
日
㈪
か
ら
、
小
城

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
対
応
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
専
用
の
分
か
り
や

す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
い
つ

で
も
簡
単
に
小
城
市
の
情
報

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
も

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
小
城
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
み
ん
な
が
主
役
の
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
の
一
歩
と
し

て
、
お
ぎ
の
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
勉
強
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
ぎ
の
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
１
日
㈰

　
　
　
13
時
～
15
時

場
所　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
　
　
天
山
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　
「�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
働
の
地
域
づ
く
り
」

講
師

　
㈱
a
d
a
p
t��n
e
x
t
．

　
代
表
取
締
役

　
熊く
ま
野の

た
ま
み
さ
ん

対
象
者

　
ど
な
た
で
も

一
時
保
育

　
２
月
25
日
㈫
ま
で
に
企
画

政
策
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

小城市ホームページから
検索おぎの地域づくり

◀︎小城市
　ホームページ
　QRコード

 社会福祉課（西館１階） 
【担当】原・古賀　☎３７・６１0７

 商工観光課（東館１階） 
【担当】相原・樋渡　☎３７・６１29

パブリックコメント
（意見募集）を行います

プレミアム付商品券の
使用期限は３月31日までです

　
小
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
「
引
換
券
」
を
お
持

ち
の
人
は
、
３
月
31
日
㈫
ま

で
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
商
品
券
の
使
用

期
限
は
３
月
31
日
㈫
ま
で
で

す
。

　
購
入
し
た
商
品
券
は
期
限

ま
で
に
使
い
き
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
未
使
用
の
商
品
券
の
換
金

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
使

用
に
な
る
分
だ
け
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

第
２
期
小
城
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画（
案
）

　
平
成
２７
年
３
月
に
策
定
し

た
「
小
城
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
が
、
今

年
度
末
に
計
画
期
間
を
終
え

る
こ
と
か
ら
、
第
２
期
計
画

（
案
）を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

意
見
募
集
期
限

　
３
月
１３
日
㈮

計
画（
案
）の
公
表
先

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
社
会
福
祉
課

提
出
方
法　
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
持

参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

〒
８
４
５

−

８
５
１
１

（
市
役
所
専
用
番
号
）

社
会
福
祉
課
宛

℻
３７
・
６
１
６
２

　

 fukushi@
city.ogi.

lg.jp

小城市ホームページから
検索パブコメ

小城市ホームページから
検索プレミアム付商品券

期限を過ぎた商品券は使用、換金、返品
はできませんのでご注意ください。

３月３１日（火）購 入
期 限

３月３１日（火）使 用
期 限
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お知らせ

 国保年金課（西館１階）  【担当】後藤・塚元　☎３７・６１0１

国民年金への切り替え手続きは忘れずに

　
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

会
社
を
退
職
し
職
場
の
健
康
保

険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
切
り

替
え
る
人
が
多
い
時
期
で
す
。

　
60
歳
未
満
の
人
は
、
健
康
保

険
の
切
り
替
え
と
同
時
に
国
民

年
金
へ
の
加
入
（
ま
た
は
種
別

変
更
）
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※��

健
康
保
険
を
任
意
継
続
し
た

場
合
で
も
、年
金
の
変
更
手

続
き
は
必
要
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

《
退
職
者
》

　
退
職
時
、60
歳
未
満
の
人
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
健
康
保

険
と
年
金
に
つ
い
て
、
配
偶
者

の
扶
養
に
入
る
場
合
は
配
偶
者

の
会
社
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

《
退
職
者
の
保
険
（
厚
生
年
金
）

の
扶
養
に
入
っ
て
い
た
配
偶
者
》

　
国
民
年
金
の
種
別
変
更
（
第

３
号
か
ら
第
１
号
）
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※�

退
職
時
、
60
歳
を
超
え
て
い

る
人
は
、
任
意
加
入
す
る
場

合
を
除
き
手
続
き
は
不
要
で

す
。

手
続
き
に
必
要
な
物

・�

事
業
所
が
発
行
し
た
資
格
喪

失
証
明
書

※�

扶
養
者
が
い
な
い
場
合
は
離

職
票
で
も
可
。

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
印
か
ん（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・
身
分
証（
免
許
証
な
ど
）

保
険
料
の
免
除
申
請

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
（
ま
た

は
種
別
変
更
）
と
同
時
に
保
険

料
の
免
除
申
請
を
す
る
と
き

は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
写
し
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
失
業
な
ど
に
よ

る
特
例
制
度
に
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
場
所　
国
保
年
金
課

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

小城市ホームページから
検索退職　年金

 高齢障がい支援課（西館１階） 
【担当】楠・手塚　☎３７・６１0８　FAX ３７・６１６2

 健康増進課（西館１階） 
【担当】辻・太田　☎３７・６１0６

認知症予防講演会 高齢者の肺炎球菌予防
接種はお済みですか

　
ま
だ
接
種
が
お
済
み
で
な

い
人
は
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

接
種
期
限　
３
月
31
日
㈫

対
象
者　
次
の
①
、
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
接
種
を

希
望
す
る
人

※�

た
だ
し
、
過
去
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
（
２３
価
ワ
ク

チ
ン
）
を
自
費
・
公
費
問

わ
ず
接
種
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

①�

令
和
元
年
度
中
に
対
象
の

年
齢
と
な
る
人

　
（�

65・
70・
７5・
80・
85・
90・

95・１
０
０
歳
以
上
）

②�

接
種
当
日
に
60
歳
以
上
65

歳
未
満
で
あ
っ
て
、心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る

人

　
認
知
症
と
聞
く
と
ど
ん
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
？

予
防
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？

　
日
々
診
療
・
研
究
に
当
た

ら
れ
て
い
る
先
生
を
お
呼
び

し
、
わ
か
り
や
す
く
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
30
日
㈪

　
　
　
1４
時
～

場
所　
桜
楽
館

講
師

　
佐
賀
大
学
医
学
部

　
附
属
病
院　
精
神
神
経
科

　
教
授　
門も

ん
司じ

晃あ
き
ら

さ
ん

テ
ー
マ

　
認
知
症
と
そ
の
治
療
・
予

防
に
つ
い
て
～
最
新
情
報
に

つ
い
て
学
ぼ
う
～

受
講
料　
無
料

申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小城市ホームページから
検索高齢者　肺炎球菌
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 市民課（西館１階） 
【担当】相川・横田　☎３７・６１00

３月下旬と４月初めの
日曜日に窓口を開設します

　
３
月
・
４
月
は
、
入
学
や

就
職
、
転
勤
な
ど
で
住
所
変

更
が
多
い
時
期
と
な
る
た

め
、
日
曜
日
の
午
前
中
に
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日

　
3
月
22
日
㈰
・
2９
日
㈰

　
4
月
5
日
㈰

開
設
時
間

　
8
時
３0
分
〜
１２
時

　
（
午
前
中
の
み
）

開
設
場
所

　
市
民
課
（
西
館
１
階
）

取
扱
業
務

・�

住
民
異
動
届
出
（
転
入
・

転
出
な
ど
）

・�

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
交
付

・�

印
鑑
登
録
お
よ
び
証
明
書

の
交
付

※�

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
継
続

手
続
き
な
ど
、
内
容
に

よ
っ
て
は
、
後
日
来
庁
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

小城市ホームページから
検索年度末　窓口

 農林水産課（東館１階） 
【担当】中江・大島　☎３７・６１2５

ふれあい農園

　
市
所
有
の
土
地
を
農
作
物

栽
培
体
験
の
場
と
し
て
、
有

償
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

農
園
所
在
地

　
小
城
町
畑
田
２
９
４
０

−
１・２
９
４
３

利
用
要
件

　
市
内
外
問
わ
ず
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
人

利
用
期
間

　
４
月
１
日
〜

　
令
和
３
年
３
月
３１
日

利
用
料
（
１
区
画
／／
年
間
）

・
市
内
利
用
者

�

６
、０
０
０
円

・
市
外
利
用
者

�

９
、０
０
０
円

応
募
期
限　
３
月
６
日
㈮

募
集
区
画
数　
１
区
画

※
１
区
画�

３
ｍ
×
４
ｍ

　

�（
１２
㎡
）
原
則
１
人
１
区

画
。
募
集
人
数
が
多
い
場

合
は
、抽
選
を
行
い
ま
す
。

小城市ホームページから
検索ふれあい農園

 農林水産課（東館１階）  【担当】江副・鶴丸　☎３７・６１2５

森林所有者の皆さんへ意向調査を実施します

　
適
切
な
森
林
づ
く
り
（
経
営

や
管
理
）
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源

涵か
ん
養よ
う
な
ど
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
昨
年
4
月
か
ら

「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
が
ス

タ
ー
ト
し
、
森
林
の
適
切
な
経

営
や
管
理
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①�

適
切
な
森
林
づ
く
り
（
経
営

や
管
理
）
を
進
め
る
た
め
、

市
か
ら
森
林
所
有
者
の
皆
さ

ん
に
森
林
づ
く
り
に
関
す
る

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

②�

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
が
自

ら
森
林
の
経
営
や
管
理
を
続

け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に

は
、
市
は
森
林
所
有
者
の
皆

さ
ん
と
ご
相
談
を
し
、
必
要

に
応
じ
今
後
の
森
林
の
経
営

や
管
理
の
計
画
を
定
め
ま
す
。

　
森
林
が
適
切
に
経
営
管
理
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
森
林
所
有

者
に
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

小城市ホームページから
検索森林所有者

森林
所有者

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林市町村

経営管理を
委託

経営管理を
再委託

意向を
確認 意欲と能力のある

林業経営者

市町村が
自ら管理

お
知
ら
せ
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お知らせ

 小城公民館  【担当】水田・田中　☎７３・３2１５

令和２年 おぎ観桜大会が開催されます！

令
和
２
年　
お
ぎ
観
桜
大
会
日
程
一
覧
表
（
３
月
実
施
）

佐賀県高校生春季ソフトテニス選手権大会 3月７日・８日 小城公園テニスコート他
令和２年おぎ観桜グラウンド･ゴルフ大会 3月11日 小城公園自楽園グラウンド
第47回�観桜県下少年軟式野球大会 3月14日・15日 牛津総合公園グラウンド他
第49回�小城市観桜少年剣道大会 3月14日 小城高校体育館
第63回�観桜招待軟式野球大会 3月15日・22日 ムツゴロウ公園グラウンド
第42回�おぎ観桜バドミントン大会 3月20日 小城体育センター他
第33回�小城市観桜大会中学軟式野球の部 3月21日・22日 牛津総合公園グラウンド他
第17回�小城観桜ミニバスケットボール大会　女子 3月22日 小城体育センター他
第51回�佐賀県高等学校バスケットボール春季選手権大会 3月25日～27日 小城体育センター他
第38回�観桜ゲートボール大会 3月27日 三王崎農村公園グラウンド
第3回�観桜駅伝大会 3月28日 牛津総合公園グラウンド
第31回�小城観桜女子柔道体重別選手権大会
第37回�小城観桜中学男子新人柔道大会 3月28日 芦刈文化体育館

第48回�小城観桜県下少年柔道大会 3月29日 芦刈文化体育館
第90回�全日本小城観桜ソフトテニス大会 3月28日・29日 小城公園テニスコート他
第24回�少林寺拳法観桜大会 3月29日 桜岡小学校体育館

※4月に実施する大会は広報『さくら』4月号でお知らせします。

 小城市児童センター  【担当】濱副・梶原　☎７2・１３00

小城市児童センター　ゆうゆうクラブ生の募集

　
お
茶
の
お
手
前
や
お
辞
儀
の

仕
方
、
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど

を
学
び
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
20
人
程
度

材
料
費　
１
、８
０
０
円（
年
間
）

を
初
回
に
集
め
ま
す
。

　
季
節
の
花
に
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
生
け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
12
人

材
料
費　
５
、０
０
０
円（
年
間
）

を
初
回
に
集
め
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
や
遊
び
を
通
し
て
楽

し
く
手
話
を
学
び
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
15
人
程
度

　
一
輪
車
に
乗
れ
る
人
も
乗
れ

な
い
人
も
楽
し
く
練
習
で
き
ま

す
。

日
時　
４
月
～
11
月

　
　
　
（
７
・
８
月
休
み
）

　
　
　
第
４
土
曜
日

　
　
　
1４
時
～
15
時
30
分

定
員　
15
人
程
度

　
手
づ
く
り
工
作
の
楽
し
さ
・

面
白
さ
を
体
験
し
ま
す
。

日
時　
毎
月
第
３
日
曜
日

　
　
　
1４
時
30
分
～
16
時

定
員　
12
人
程
度

材
料
費　
１
、８
０
０
円（
年
間
）

を
初
回
に
集
め
ま
す
。

対
象
者　

小
学
生
～
高
校
生

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限　
３
月
11
日
㈬

申
込
方
法　
申
込
用
紙
を
保
護

者
が
記
入
し
て
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

お
茶
ク
ラ
ブ

生
け
花
ク
ラ
ブ

手
話
ク
ラ
ブ

一
輪
車
ク
ラ
ブ

ク
ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ

小城市ホームページから
検索ゆうゆうクラブ生　募集
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 小城市文化連盟（生涯学習課内  東館２階）  【担当】森永・久保　☎３７・６１３2

小城街道 ひなまつり　～山から海まで ひな景色～

期
間

　
２
月
2８
日
㈮
～
３
月
１
日
㈰

会
場

・
小
城

　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

・
三
日
月

　
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

・
牛
津

　
牛
津
会
館

・
芦
刈

　
あ
し
ぱ
る

時
間　
10
時
～
17
時

　
　
　
最
終
日
15
時
ま
で

内
容

・
お
ひ
な
さ
ま
の
展
示

・
さ
げ
も
ん

・
お
茶
会

・
演
奏
会

・
体
験
コ
ー
ナ
ー

※�

各
会
場
に
よ
っ
て
展
示
内

容
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
異
な

り
ま
す
。

�

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小城市ホームページから
検索ひなまつり

スタンプラリーに参加しませんか！
４会場をめぐって、図書カードをGET！
1,000円の図書カードを抽選で10名に
贈呈します。

▶︎
昨
年
の
様
子

観覧
無料

 生涯学習課（東館２階）  【担当】山口・森永　☎３７・６１３2

毎月第３日曜日は家庭の日　～ Let ｓ̓ 家族会議！～

　
今
度
の
家
庭
の
日
（
３
月
１5

日
）
は
家
族
会
議
を
し
ま
せ
ん

か
。
テ
ー
マ
は
「
わ
が
家
の
ス

マ
ホ
ル
ー
ル
」。

　
教
育
委
員
会
で
作
成
し
た
２

０
２
０
年
版
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
の
最
終
ペ
ー

ジ
に
「
わ
が
家
の
ス
マ
ホ
ル
ー

ル
」カ
ー
ド
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
機

を
使
用
す
る
た
め
に
、
マ
ナ
ー

や
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
「
わ

が
家
の
ス
マ
ホ
ル
ー
ル
」
を
家

族
で
話
し
合
っ
て
作
成
し
、
冷

蔵
庫
や
リ
ビ
ン
グ
の
壁
な
ど
み

ん
な
が
見
え
る
場
所
に
貼
り
ま

し
ょ
う
。�

　
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
配

布
を
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ン

ダ
ー
を
希
望
の
人
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�「
家
庭
の
日
」
と
は
家
族
が

一
緒
に
過
ご
し
、
家
庭
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
日
で
す
。
毎
月

第
３
日
曜
日
に
こ
だ
わ
ら
な

く
て
も
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事

を
し
た
り
、
家
族
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
「
家
庭
の
日
」

を
意
識
し
て
過
ご
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

▶︎
わ
が
家
の
ス
マ
ホ
ル
ー
ル
カ
ー
ド

お
知
ら
せ

9 小城市広報 2 0 2 0年3月号



お知らせ

 健康増進課（西館１階）  【担当】林・原田　☎３７・６１0６

３月は自殺対策強化月間です

　
自
殺
や
そ
の
原
因
と
な
る
こ

こ
ろ
の
病
気
は
、
誰
も
が
出
会

う
可
能
性
の
あ
る
問
題
で
す
。

他
人
事
と
思
わ
ず
に
、
あ
な
た

自
身
と
身
近
な
人
の
サ
イ
ン

（
変
化
）
に
気
づ
く
こ
と
で
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
み
ん
な

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

気
づ
き　
身
近
な
人
の
気
に
な

る
言
動
や
体
調
不
良
な
ど
、「
い

つ
も
と
違
う
」
に
気
づ
い
た
ら

声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

傾
聴
（
話
を
聞
く
）

　
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
ま

ず
は
し
っ
か
り
と
悩
み
に
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。
相
手
の
気
持

ち
や
言
葉
を
尊
重
し
、
否
定
せ

ず
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
話
を

聞
い
た
ら
、「
大
変
で
し
た
ね
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
言
葉

に
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
に

応
じ
た
専
門
家
や
医
療
機
関
に

相
談
す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な

解
決
策
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
相
談
者
の
了
解
を
得

た
上
で
、
可
能
な
限
り
相
談
窓

口
や
医
療
機
関
に
連
絡
を
取

り
、
日
時
な
ど
の
情
報
を
具
体

的
に
設
定
し
て
相
談
者
へ
伝
え

ま
し
ょ
う
。

見
守
り　
こ
こ
ろ
と
体
の
健
康

を
取
り
戻
す
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
決
し
て
焦
ら
ず
、
優

し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
じ
っ
く

り
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
こ
こ
ろ
の
悩
み
・
不
安
に
関

す
る
相
談
窓
口
》

・
佐
賀
い
の
ち
の
電
話

　
☎
3４
・
４
３
４
３

　
年
中
無
休　
2４
時
間

・
佐
賀
こ
こ
ろ
の
電
話

　
☎
73
・
５
５
５
６

　
平
日（
月
～
金
）９
時
～
16
時

・�

佐
賀
県
自
殺
予
防
夜
間
相
談

電
話　

　
☎
０
１
２
０
・
４
０
０
・
３
３
７

　
毎
日　
23
時
～
翌
朝
５
時

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】髙塚・原田　☎３７・６１３６

　昨年12月に開催した「じんけんふれあい講演
会」で、子育てシンガーのm

も ん
onさんによるトー

ク＆コンサートが行われました。
　monさんからは、幼少の頃に自分が「いじめ」
や「差別」を受けた出来事、小学校３年の時の担
任の先生が個性を伸ばしてくれたおかげで今の自
分があるという感謝の気持ち、小学校高学年にな
り友達ができた時の話、小さい頃は大嫌いだった
お姉さんが病気で亡くなられる際に気づく姉への
本当の思いなど、家族や周りの人の深い愛情につ
いての講話がありました。
　また、トークの合間には、monさんのやさしく
澄んだ歌声が会場に響き渡り、心が癒されました。
monさんのお話を要約すると、①子どもに愛を

伝えることが大切。子どもは愛をもらうと心にあ
る愛の根っこが伸び、どんどん伸ばすと幸せにな
る。②子どもを叱るのは愛しているからで、愛す
るわが子が危ないことをすれば叱るのが当たり
前。③子どもは愛されていると感じると、しっか
りした気持ちで問題に立ち向かうことができる。
④子どもたちは自分の命を一番大事にして欲しい。
　参加者からは、｢やさしい語りと心にしみる歌声
に感動して涙が出ました｣、｢monさんの言葉が心
に残り、心温まる気持ちになった｣、｢子どもたち
への愛情を我々大人が持ち続けることが大事｣ な
どの感想が寄せられました。　　　　
　今後、お近くでmonさんの講演があればぜひ
ご参加ください。

小城公民館桜岡支館長　山
やま

崎
さき

　猛
たけし

「子どもに愛を伝えることの大切さ」
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